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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善などを背景に、景

気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、国内では西日本豪雨や北海道胆振東部地震な

ど相次いだ大規模自然災害、世界的には米中貿易摩擦による輸出への影響などが懸念材料となり、企業の

景況感に停滞が見られるなど引き続き留意が必要な状況となっております。 

建設業界におきましては、引き続き公共設備投資が底堅く推移していることに加え、民間設備投資も全

産業で前年度比増加の計画を見込むなど、事業環境は改善傾向にあるものの、就労人口減少や技能労働者

不足の深刻化、生産性の向上、働き方改革への取組みなど、多くの課題を抱えながらの事業運営となって

おります。 

 

このような状況の中、当社グループは合併から 10 年目の節目を迎え、今後の更なる成長を見据えて、

これまで以上に「安全文化」と「高い専門性」を兼ね備えた人材の育成に取組むため、新たな総合研修セ

ンターを建設し、運用開始をいたしました。また今年度は「中期経営計画『Next Stage 2018』（2016～2018）」

の最終年度となり、計画達成に向けて引き続き経営の合理化・効率化を推進し、経営資源を最大限に活か

して、より一層の収益力向上に努めております。 

当第２四半期の連結業績につきましては、受注高は 217 億４千７百万円（対前年同期比 11.7％増）、売

上高は 217億１千７百万円（対前年同期比 8.9％増）となりました。 

利益につきましては、営業損益は５億４千５百万円の営業利益（前年同期は７億２千８百万円の営業利

益）、経常損益は８億５千８百万円の経常利益（前年同期は 10 億４千５百万円の経常利益）、親会社株主

に帰属する四半期純損益は６億９百万円の四半期純利益（前年同期は７億４千８百万円の四半期純利益）

となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 19 億４千３百万円増加

し、738 億２百万円となりました。（流動資産その他（前渡金等）で 26 億２千１百万円の増加、未成工事

支出金で 15億４千９百万円の増加、受取手形・完成工事未収入金等で 22億８千１百万円の減少） 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ 15億３百万円増加し、269億３千５百万円となりました。

（短期借入金で 40 億５千万円の増加、未成工事受入金で 28 億５千７百万円の増加、支払手形・工事未払

金等で 34億２千３百万円の減少、未払法人税等で 11億４千６百万円の減少） 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ４億４千万円増加し、468 億６千７百万円となりまし

た。（その他有価証券評価差額金で３億７百万円の増加、利益剰余金で１億５千６百万円の増加） 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 31 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 30 年５月 10 日に公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負

債は固定負債の区分に表示しております。

３.　補足情報

部門別受注高及び売上高

前第２四半期連結累計期間(自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

当第２四半期連結累計期間(自　平成30年4月1日　至　平成30年9月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

合 計

当四半期

平成31年3月期

12,045,385

千円

59.2

構成比率

第２四半期

100.0

14.8

千円 ％

鉄 道 電 気 設 備 12,854,082

3,207,2294,722,177

受　注　高

構成比率

55.4

％

21.7

(不動産賃貸事業)

道 路 設 備

合 計 19,474,862

鉄 道 電 気 設 備

売　上　高

道 路 設 備

92.1

11.8

小 計 18,363,157

送 電 線 2,360,7512,253,379

千円

1,660,960

11,977,031

送 電 線 11.6

鉄 道 電 気 設 備

2,364,414

1,163,358 屋内外電気設備

第２四半期

60.6

道 路 設 備

平成31年3月期

1,375,903

鉄 道 電 気 設 備

4,242,649

屋内外電気設備

屋内外電気設備

2,469,354

2,510,471 11.5屋内外電気設備

6.0

21.8

構成比率

％

第２四半期

千円

道 路 設 備

11,815,475

(兼業事業)

(不動産賃貸事業)

送 電 線

小　　　　　計 20,275,698

11.4送 電 線

214,935

10.9

93.4

2,374,955

1,226,882 5.6

受　注　高 売　上　高

平成30年3月期

第２四半期

前年同四半期

構成比率平成30年3月期

前年同四半期

％

60.1

11.9

当四半期

8.3

205,063

19,944,125

6.9

100.0

1.0

(兼業事業)

8.51,839,431

合 計 21,747,389 100.0 合 計 100.0

1.0

21,717,517
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